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■ひとり言■     原発廃止のための覚悟を持つ 

エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。今年は、連日３０度を越す猛暑に

加え、恵の雨にも期待できず、そろそろ爽やかな秋風が恋しくなる今日この頃です。 

例年、猛暑の時期ともなりますと、暑さを凌ぐためにすぐエアコンに頼りがちになる毎日

です。しかし、昨年、３月１１日の東北大震災に伴う福島第一原発の事故で、社会全体は

電力不足に陥り、節電を余儀なくされる状況に至りました。そして、これから、将来に向

けて、原発を全面廃止する意見が益々高まっており、原発に代わる発電システムをどの様

にするのかの結論が問われております。いずれにしましても、原発事故以前の様に、エア

コン、冷蔵庫、照明等の電力使い放題や、ガス・水道等のエネルギー使い放題の生活習慣

を改めて、多少不自由ではありますが、出来るだけ人工的エネルギーに頼ら 

ない生活スタイルに変えていく覚悟を、我々一人一人が持つことなくして、 

原発廃止を推し進めることは不可能であると思われます。 

              介護保険を利用し手摺りの取付/北方 Ｉ様邸 

              築２５年、建坪２６坪の木造サイディング２階建てのお住ま 

いで、２年程前に外壁と屋根コロ二アルの塗装のご依頼をい 

ただき施工させて頂きました。そして、このたびは、同居されておられる高齢のお婆様が、 

突然の病に倒れられ、２ケ月間にわたり入院をされておりました。しかし、ご高齢に伴なう 

長期の入院ともなりますと、足腰の力もかなり弱くなり、退院後、ご自宅に戻られた際に、 

リハビリを兼ねて室内を自由に歩行できる様、廊下やトイレ等の水廻りの箇所に手摺りの取 

り付けのご依頼をいただきました。 

そこで、既に、お婆様ご自身は介護の認定を受けておられますので、ご担当のケアマネージ 

ャーとご相談の上、手摺りの取り付け位置や高さ等を確認し、市役所の介護保険課に必要な 

書類を提出、補助金の申請をし、施工の承認をいただきました。 

そして、ご本人が退院される前に、廊下・トイレ・洗面所及び浴室の各箇所に全ての手摺り 

を取り付け２日間にて完了致しました。退院後、この手摺りをお使いいた 

だき、以前の様に、日々、お元気でお過しになられることと思われます。 

■お客様の 

施工現場から■ 
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■暮らしのたより■  老後も元気で住み続けるために！ 

 

シニアの方々が、第二の人生をこれからも心豊かに、元気に、生き生きと暮らしていくために

は、生活の中心となる「住まい」の役割はとても重要です。 

住まいのなかで、「つまずく、すべる、転ぶ、溺れる」等の家庭内事故死が、交通事故でなく

なられた方々の実に倍以上も起きている、ということをご存知ですか？ 

ケガをして、身体が不自由になると、今までの健康的な生活ができなくなり、暮らしが一変し

てしまうこともあります。平均寿命が８０歳を超えた今日では、老後の生活が長くなっていま

す。誰もが今の住み慣れた家で、老後を元気に、できるだけ長く住み続けたいとお思いではな

いでしょうか？ 

建物自体は、耐久性や寿命を高めるための改修も大事ではありますが、同時に住む人の老いに

も対応できて、暮らし続けるための住まいつくりという視点も忘れてはなりません。 

そこで、家のなかをチェックすることにより、「家庭内事故を防ぐため、今できる工夫や、早

目に対策を取るべきところ」と「長く住み続けるために、見直すべきところ」をご家族で 

話しあわれ、個々の状況にあった解決方法をよく検討された上で、必要な工事 

を進められることをお勧めいたします。 


